
青 森 港 の 変 絶

- そ の 驚 異 と性 格 の変 化 一

頭 田 富 三

Ⅰ.序

近年の資本主義経済の急速を発匙と高度化に伴を･,1,地域分業化が進展し,輸送体系の近代

化が迫られている｡港湾においても,埠頭の工場埠頭 (私設埠頭)と雑貨埠頭 (公共埠頭)-

の分化,更に.I,工雑貨埠頭の航路別優先埠頭とか貨物別専門埠頭とiハう形態 C･専用化,専門化が

進められて･nる (今野 ;19占占)｡青森港は,港湾讃能の地域的分化ある叫 よ高度化の点 T･

立遅れが目立って'ハるが,近年港湾の近代化をめざして整備JJ=行香われてIいる｡本論におtJlて

は,青森港の歴史を概観 してその発展と性格の変化を究明し,また統計 .港湾施設 .塩港地区

の土地利用.都市機能との関係から,函館港 と比戟 しつつ,青森港の現況と特性を明らかにし

ようと試みた｡

Ⅱ｡.青森港の発達史概説

青森港は江戸時代初期に津垂藩 2代藩主信牧公によって開港され,同藩の外港的機能を果 し

ていた｡しか し幕末期に･ハたると北海道の防備と開拓が緊急課題として認許されはじめ,青森

港はその地理的位置から北海道-の中継港としての性格と放能をもつようにそった｡その後,

北海道開拓の進展,東北本線,奥羽本線 乍どIZ)交通網の磨備等種 Lrの条件によって青森港の機

能は増進 した｡特に日産戦争によって南樺太と北洋漁業権を獲得したことは青森港に甚大を影

響を及ぼ した点で注目に価するo即ち北洋のサケ.マス.ニシン等の大量の移入によD,下関

港に次 ぐ鮮魚集散地 と･59,明治末期に:/1億詰=業の勃興/J:阜られ,大正から昭和初期にかけ

て青森港の輸出産業としての地位を占めるようにそったOこ7)ようモ産業発展と貨物取扱量の

増加によって築港 も進やられ,大正 4年から第一期築港=事,昭和 7年から第二期築港工事が

起=されたO敗戦によ9青森港の機能は全くの杜絶状態となったが,昭和 20年代末から50

年代にかけての日本経済の復興,高度成長を反映して,中央埠頚5･000t岸壁をはじめ多く

の埠頭が建設され,また大豆輸入港,木材輸入港に指定されるなど漸次商工的性格を備えつつ

ある｡

皿.青森港の貨物取扱量

青森港の最近の貨物取扱量の推移をみると,鉄道連絡船の貨物取扱量7'J:依然として大き存比

重を占わてI.̂ る'J:停滞の傾向にあD,それ(;-こ対 して一一般貨物職級量は最近急激に増加してその

地位を高める傾向にある｡特に輸送讃臓の伸び率/V;顕著L･=そっているの:,･1,最近の輸送体系の

変化によ9トラック南送JJ:捨所 し,その反映として青森港､･=東日本 フェリー/Jl'設立されたこと
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VCよるもの 亡ある｡

第 1表 品目別貨物構成比

青 森 1j 函 館

米 穀 類 5.9 1.9l 】0.63I 0,1 5,4l 0,5

食 品 類 100,0 6,6 I5,8itI 6.占 4,5

水 産 物 0,5 I2,0!l 0,1 0,7 2,1

?由 類 0,8 17.8! 78.67 .4,8l 17.2

石 炭 類 [4,O j - 1,6

並 物 類 17,5 i0.0!II100,0i 2.4 1,7 1,5

セ メ ン ト ll.8rl 25,0 1,0

金 属 類 0,.1 0,2t 0,2 4,4

機 械 類 82.4 49,8 42.5 58.7

薬 品 類 0,1

肥 料 2.2 0,8 0,9 1,1

木 材 類 91,9 1.5 5.5 12.6 1.1 ∩.5

蛾 維 頚 0,1l 0.1 0,8. 0,9

そ の 他 I 8.6 5.8 】 5,1 6,5

. il ! l1 0 0 , 0 !f 1 0 0 , JO 1 0 0 , D l 10 0 ,Oi100JOll l100一〇!100,0 【" 0,0!

(青森 19占9,函館 1948)

品目別貨物構成比をみると (第 1表),青森港は,貿易にLltハては食品類の輪乱 木材類の

輸入!Jl'殆んどを占めている｡内国貿易 C･(i,移出入にかV'て輸送機械が大きを比重を占め,吹

.Jlr･輸出では巌物類,食品類,移入では油類,セメントが多1.へ 函館港の場合,油類,木材類

の輸入JJl'多 く ,輸送機械が移出入にお tJlて大き･Jl比重を占めるのは青森港 と同様 で,次iハC･移

出ぐはセメン ト 油類,移入では油類が大きい割合を示す｡これは後述するように都市機能と

の関係 で興味深t/i｡

次に地域との関係につlハてみると,貿易では,青森港はソ連 .アメリカと,函館港は中近東

と娼係が深 く ,内国貿易 では青森港は北海道と,函館港は東北地方 と密接 r･ある｡前者は都市
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梯能との関係によるものC･,後者;,1両港の地理的位置から考えて当然 であろう｡

Ⅳ.港湾施設からみた青森港

両港の繋船岸の延長を此戟すると,大型繋船岸は,青森港が2.254mで函館港の5,594

mの 占2,2弟,小型繋船岸は,青森港 4,015mr･函館港 5,5占4皿の 72.1多と在っておD,

港湾の規模において青森港は函館港を相当下廻っている｡

次に繋船岸距離率 (繋船岸延長を管理者別構成比で表わしたもの)につ.lJlて両港を比戟する

と,民間管理のものが青森港は大型繋船岸 6,6多,小型繋船岸 8.8多で,函館港7)20,4虜,

25.5啓を大きく下廻 っている｡こZ)ことから,港湾が埠頭の民有化 (工場埠頭)を近代化の

方向としでJlることを考えると.青森港;,i函館港と比較してその近代化が遅れてVlることJJi明

確 ごあるC,これは青森港の港湾整備JjI遅れT lハたこと,地場産業/Jl'事体 ごあったこと,輸入だ

けの片荷貿易であったこと,また植物防疫牧関等の背後施設が弱体 C･あったこと奇ど種 の々原

因によるものと考えられる｡

大型繋船岸の分布をみると,商港地区に集中し,特に中央ふ頭から堆埠頭にかけて著 しf･ハO

商港地区以外のものは油川木材港と石油会社所有の桟橋 である｡

倉庫.上屋の分布vCつlハてみると,函館港の場合,旧港湾部の函館 ドック.西ふ頭 .末広町

岸壁 .豊川町岸壁に集中的に分布Lで ハるのに対 して,青森港においては,比較的新しい中央

ふ頭に分布が著 し･･Ĵことが,両港の大き奇相異点とそって.'Jlる.

Ⅴ.臨港地区の土地利用からみた青森港

青森港は環境的に,国鉄繋船貴以西を西部工業港,国鉄繋船岸から姫川まで商港,漁港 .そ

れ以東を東部=業港と区分 できる/J:,これは便宜的区分つ色彩JJ:強く,実際は充分に肇能的分

化JJ;夜されているとは必ず しも●ハえモlハ｡

西部工業港は木材 コンビナートを形成 し,営林局.営林署をはじめ,秋田木材 .青森木材防

腐 (株).渡辺製材.成文製材 .赤平木材夜ど製材所.木工所.その他の関連業種が立地 し,

また西船籍物揚場西方の埋立地には,日本石油 .三菱石油 .共同石油をどの油漕所が誘置され,

=業港的土地利用がある程度をされて'̂る｡しかし,木材加工業の場合,木材港油川 -4.5岸

壁の築港失敗によ37,大型船接岸が不可能をため,原木を商港の填ふ頭に依存せざるを得号!ハ

状態 C･暑能的独立/J:達成されてl･jlを'Lハ｡

商港地区の土地利用の大きを特色は,倉庫.上屋などの港湾施設に利用されてIJlることであ

る｡また港湾関係事業所も安方二TE]から浜町にかけて分布Lでハる｡この地区には大洋漁業 .

⑳飼料=場 .あけぼの食品など規模の大きい食料品加工業7TJl'みられる｡境川左岸には沼田竹強

=場が立地 Lでハる/Jl',漁港を背景としでハる｡

漁港地区には食料品加=業JJl'集中してみられ,石川.根市.千葉伝.三金等の竹草工場Jj;立
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地してt/>るJu:その規模は′｣､さtLJl｡

東部工業港に:Jよ,丸善石油 .モーピ}L,石油の拍漕所.それと関連 した青森ガス.東北酸素製

造そどの化学工業が立地 し,若干工業港的景額を呈してl/)るoまた道道から八重田.原別にか

けて木材加工業,それと関連をもつ造船所が立地 してJJlるが,原木は西部工業港 と同様商港に

依存 して!Jlる状態 C･あるO､東部.西部工業港にお IJlてみられるように,港湾の機能的分化が充

分なされていをL/IのK,青森市の産業構造の後進性によるものと考えられる.青森市の=業が,

人口10,8〆.生産所得 ?,0啓とかを9低い比率を示 し,また従業員 20口人以下の中′｣､企業

/J;全体の 99.4解に及ん でいることからも類似都市と比較 して工業化JJl'遅れてVlることが理解

される｡ (第 1図)

VI.都市偵能との関係からみた青森港

第 2表 産業別人口構成比 (1980年国勢調査)

産 業 部 751 1 青 森 ~'ヽI函 館I

農 業 15.55 I 1,9車

林 業 1,5 0,8

水 産 . 莱 0,7 2,2

計 17,5 4,9

薮 業 0,2 0,2

唾 設 業 9,7 9,8

製 造 業 10,8 20,5

計1 20,7 50,5

卸 . 小 売 業 24,1 25,8

金 融 保 険 業 5.5 2.9

通 倫 通 信 電 気ガス .水道 公益業 15.8 15,7

サ ー ビ ス 菓 18.2 17,6

公 務 7,8 5,0

そ の 他 0,1 0,0

rl'L 計 82.0 64,8
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青森.函館の産業人口構成比をみると (第2表),第三次産業人口構成は非常に類似してrvl

るが,第一次産業で青森が高率にそっているのに比して,第二次産業 ぐは製造業におInて函館

の約 1/2にすぎ%.ハo前者は,町村合併促進法によって 1町 11村の合併が奇され,全国有

数の広大を面積をもつ都市となったことに原因するも,Dで,後者は青森市の地場産業の弱休を

意味 しておD,このことは青森港の近代化の基盤JJ:非常に弱■ハと説明すること/JLできよう.

青森市の工業についてみると,工場数.従業員数.出荷敬構成にかハて食料品製造業が圧倒

的地位を占め,汰.ハC･木材加=業 .印刷出版とそって.Jlる｡第 1表における食品類の輸出は青

森県の リンゴ産業.木材類の梅人は青森市Jj木材加工業,鉱物類7)移出は上北必山.油類の移

入は日石.三菱等の石油会社,セメン トは小野田セメント.アサノセメン,トとそれぞれ関係 し

てIハるo函館港の場合,油類の輸入は亜細亜石油精油所,木材は北海道パーケ ット 左石:11日

重化学と結びつき都市機能と･Z)関係が密接 Cあることが認められる｡特に日本の港湾に立地す

る工業の場合,輸出入品目と探 'jl関係を有するのは一一･般的傾向とそっている.

Ⅶ.結 論

江戸時代の青森港は津亜藩の外港としての機能をはたしてVlたJJ:,明治維新以降,北海道開

発と結びつVlて中継港としての性格と機能をもつにいたった｡その後の青森港:,1北海道詞発の

進展,交通網の獲備等によって発展した/p',日露戦争は特に強い影響力を発揮Lた｡戦後D日

本経済の高度成長期に青森港は港湾施設の充実と商工的性格をもつように希った｡

青森港の最近の貨物取扱量をみると,一般貨物の増加/Jl'著しrハ ｡ 特に輸送機械の伸び率JJ;顕

著 r･ある.輸入では木材が大部分をしめ,青森市の木材業と結びつ･ハでハる,青森港は北海道

との結びつきJJ三強 (.貿易相手国ではソ連.アメリカと関係/J;密 ごある｡青森港は近代化力点

で函飴港に遅れている/J;,それは主とLて地場産業･7)弱休JJl'原因と考えられ,今後港湾の近代

化を考える場合,工葉化とハうことJJl'重電モ前提としそければをらそ;ハであろうっ港湾機能と

都市頼能との間には相関関係が認也られ.相互に規定しあう作用をもつものと考えられるO

本論文作成にあたって横山教授.水野助教授に御親切を指導.教示を願ったことに対して,

･1た御助言下さった先輩諸氏に対 して深く感謝致 します｡
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